
総務文教委員会会議録 

 

開催年月日 平成２８年１１月 ９日（水） 場 所 議会委員会室 

案   件 ・調査第４号 防災計画について 

出 席 委 員 萩原委員長、関野副委員長、岡本委員、天日委員、渋谷委員、後藤委員 

欠 席 委 員  ― 事 務 局 倉本 

オブザーバー  ― 傍 聴 者  

説 明 員  ― 

開 会 時 刻    ９時４７分 実会議時間   ００時間３３分 

  休 憩 時 間   ０１時間３４分 

閉 会 時 刻   １１時５６分 延会議時間   ０２時間０７分 

次 回 日 程   １１月２８日 １３：３０～ 

要 点 記 録 

＜概 要＞ 

○事務調査第４号「防災計画について」 

・防災計画について総務課から説明を受け、意見交換を実施 

 ◎部長挨拶 

・今回の教訓から防災体制を見直す。地域から意見として、情報伝達  

のあり方、避難所の運営、自主防災組織の役割について挙げられた。 

・日頃の地域内での連携がポイントになる。自助、共助の推進が必要。 

 ◎８月の台風襲来に伴う防災体制についての総括 

・台風の多発による避難勧告、避難指示、避難対応とこれまでに体験  

したことのない事態だった。その反省点を部局ごとでまとめている。 

・本部での情報収集、避難所での情報伝達に課題があり、職員の行動  

マニュアルの整備の必要性、職員の防災意識のさらなる向上が必要。 

・安全・安心メールの登録数が 600件前後から 1,000件超に増加。 

 ◎他団体との防災協定について 

・他自治体、医療機関、企業、各団体と協定を結んでいる。今後、コン

ビニと飲食物、生活物資、福祉の面での連携を検討中。 

・幅広く協力をいただける業種に門戸を広げることを考えている。 

 ◎市の備蓄体制について 

・毛布や給水袋などの備蓄はしているが、食料の面では十分ではない。 

・市民には三日分の食料を備蓄しておいてもらうよう、出前講座等で 

周知しているところである。 

 ◎公共施設における防災体制について 

・東小、東中、麓郷小中、樹海小、山部小、ふれあいセンター、市役所

に外部電源接続装置を整備している。 

 ◎災害対策本部、避難所の対応について 

・市街対策本部について、洪水時は本庁舎も水に浸かることが想定さ 

れる。部署の移動や第２の拠点を検討したが、まだ結論は出ていない。 

・冬場の対策として発電機を東部地区、山部、東山に配備している。 

 ◎情報の周知について 
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・情報の周知について、サイレン、赤色灯を使いたいが、消防などとの

兼ね合いがある。 

・ＦＭラジオの可聴エリアに東山も加わる予定である。緊急時は総務課

の装置を使って割り込み放送を行い、情報の周知を行っている。 

 ◎自主防災組織について。 

・42団体、5,270戸で約 48％の加入率。 

・今回の避難に関してアンケートを実施し、組織の活性化にむけたサ

ポート体制を検討したい。 

・自主防災組織について、避難訓練、出前講座の実施等、活動が活発な

ところとそうではないところとの差がある。 

・今回の避難に際しては、身の回りを持参していた市民の方がおられ、 

これまでの取り組みの効果が出ていると思われる。 

・以上の説明、意見交換を踏まえ、委員会で議論。 

 ◎他自治体との連携のあり方、役割分担を明確化すべきではないか。 

 ◎富良野市に限らず、ペットの対応も課題になっている。 

 ◎今後の方向性 

・民間との連携のあり方について 

・自主防災の推進に向けた取り組みについて 

・避難所運営、情報発信の考え方について 

・災害時における沿線自治体との連携について 

○次回の委員会について 

・出した方向性について、議論を深めていく。 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第 27条の規

定により、ここに署名する。 

         委員長  萩 原 弘 之 


